
今回は、⼤阪⼤学⼤学院の齋藤先⽣にリモートでご講演いただけることになりました。
ご参加者の習熟度に配慮して臨機応変にお話しを進めてくださるという、⼤変有難いお⾔葉もいただいています。貴重な機会です
ので、是⾮ライブのQ&Aセッションにもご参加ください。

お申し込みは弊社 Website または以下の URL をご利⽤ください（参加費無料）
https://event.on24.com/wcc/r/2735882/9C24D97A923B230E431087E127448127?partnerref=flyer

2020 年 12 ⽉ 10 ⽇（⽊） 17 : 00 - 18 : 15

⼤阪⼤学⼤学院 医学系研究科 保健学専攻 ⽣体物理⼯学講座 先端画像技術学研究室　准教授
国⽴循環器病研究センター 先端医療技術開発部 病態診断技術開発室　室⻑

前臨床⽤マイクロ CT を⽤いた疾患モデル評価︓
前臨床⽤7T-MRI との⽐較

Ｘ線CTは1970年代に医療⽤のＸ線CTが発明され急速に普及した．現在，CT 技術は医療のみならず，
前臨床研究や創薬研究などの基礎研究分野，⾮破壊検査などの産業の各分野で技術開発が進んでい
る．医療⽤CTは⾼速スキャン，⾼分解能スキャン，被ばく低減技術などハードウェアからソフトウェアに⾄る多く
の技術開発が進んでいる．⼀⽅，前臨床研究で⽤いられるCTは⼯業⽤CTをベースに開発された経緯か
ら，Ｘ線透過⼒の向上および⾼分解能化の⼆つの観点から開発が⾏われてきた．現在は，臨床で⽤いられ
ているような呼吸同期や⼼電同期，被ばく低減技術などの技術を利⽤した装置
開発も進んでおり，造影剤を利⽤したダイナミックスキャンに対応できる技術や
Dual energyなど今後の発展が⼤いに期待できる．我々が実際⾏っている齧⻭
類を⽤いた前臨床研究におけるマイクロCTの利⽤および7T-MRIとの⽐較，さらに
前臨床イメージング研究環境のセットアップについて具体例を挙げ説明したい．

講演者
齋藤 茂芳 様

Imaging Webinar
参加費無料のウェブ配信セミナー
最新技術からアプリケーションまで


